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J~立国際研究第 28 号 (2011)
にのみ見られるものではありませんでした。アリストファネスが.関連するプラトンの考
え方を事前にある程度知ったうえで，プラトンの「国家Jにおける，女性をも含む共有の
アイデイアをl朝笑っているのか否かとは無関係に，プラクサゴラの改革とプラトンの描い
ていた理想の国家像との関連性は.後の研究者の注目を免れませんでした。哲学者プラト
ンが，特権を有する階級を純化するために，これによる一切の所有を禁じたのに対し，喜
劇作家アリストファネスは，同じ考えを出発点として完全な放路を描いており.本来であ
れば好色でなく.または好色であるのに適した年齢を過ぎている者でさえもこれに参加lし
ているのです。
戦後のアテネにおける社会的事情の変化と.ヒロインの先進的な考え方が想定させるの
は，このコメデイに見られるのは，アテネの女性に，スパルタ女性のような，より大きな
自由を認める方向性の変化なのではないかということです。これらの変化は，おそらく，
色々な状況を狂わせたのものでもあり.Iギネコノモスjという公職の導入へと導きまし
た。この公職の職務は，女性の態度を監視し過大な快楽などの現象を防止することにあ
ったのです。このような事情は，それより I世紀前に.ソロンをも悩ませたものでした。
デイアマンダク女史が記されているように，男性による支配を揺るがすような動きの誕生
の可能性と男性中心の古代アテネの社会の方向性のわずかな転換が見られたのは，ペロ
ボネソス戦争の真っただ中だったのです。そして，紀元前392年-391年の作品「女の議
会」でも，伝統的な男女の役割は変化の真っただ中にあるのです。
アリストファネス自身.女性を 「ギネコニテス」とH乎ばれる婦人部屋に，修道院であ
るかのように閉じ込めておくことには 紀元前5世紀頃には既に例外が見られ. I女の平
和J.I蜂」および「女だけの祭」でも，女性が水を汲みに行き，市場に行って物品を仕入
れ，または売却している光景が描かれています。もっとも，このような事柄と.古代アテ
ネの女性たちが.自己の助言によって公の事柄に変化をもたらすことができると真剣に期
待できていたと想定することとの聞には，大きな隔たりがあります。というのも.アリス
トファネスのコメディは笑いを誘うことを目指したものであり，これを分析するにあたっ
ては文学的な基準を用いなければならないからです。また，男装した「女の議会」のヒロ
イン自身も.昔からの枠聞にそのまま従う女性と，新奇な工夫をしようとする男性と対比
させています。
このように，アリストファネスの最も「革命的なJコメデイであるとされている「女の
議会」でさえ.フェミニズム的な活動の要素として評価することは決してできないのです。
なぜなら.アリストファネスはここでも，女性に対する従来の批判を繰り返しており.彼
女たちの典型的な欠点としてその悪だくみ.嘘をつき，長話をし快楽を求め.おj酉を好
む傾向などを，女性のキャラクターの口を通じて言わせているのです。そして，このよう
な，女性を批判するコメントを通じて笑いを誘おうとしており. I女性・不可能・夢恕」
と. I男性・現実・実現性jとを作品全体を通して対比させています。このように，アリ
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ストファネスは，ホメロスやヘシオドスが過去に築き上げた伝統的な女性像と異なるもの
を提案しようとは決してしていないのです。
この作品において女性たちが都市の行政を行うに至ったのも，家庭の管理と都市の管理
との対応性を持ちだすことによってであるのですが.結果として，女性の支配の下では社
会秩序が完全に崩壊するのです。女性たちの提案する共有は.城壁の崩壊をもたらす以外
に，セックスにも及ぶものであり.この点についてより恵まれていない者たちに最初の選
択権を認めており，いわば.都市をひとつの広い「家」として再構築する結果をもたらす
のです。そして，女性が国家権力を握るに至ったのは.女性が公の事柄を管理するのによ
り優れているからではなく，都市を縮小したものであるといえる「家庭」の管理に女性が
適しているからであるとされているのです。女性のこの能力はアリストファネスによって
も快く認められており，アリストファネスは.女性の提案の内容についても.家庭におけ
る経験を女性が都市の行政に移転させ.家庭の構造をそのまま公の事柄の管理に用いてい
ることについても.当然のことであるかのように扱っています。プラクサゴラ自身も.女
性に対して批判的であり，女性が自己の策略を実現できるのかを疑っており，彼女の弁論
能力も，優れたものでありつつも型にはまったものであり，彼女自身.男性の教えによっ
てこれを取得したと認めています。
アリストファネスの作品における女性の存在は.本日の講演の中心となった3篇の喜劇
に止まりませんが，これらの3篇のコメデイではやはり，女性が中心的な役割を果たして
いるのです。現存する他の喜劇でも.女性は.セリフがあったりなかったりしつつも.本
日これらの3篇のコメデイを題材として申し上げた要素を表しているのです。そのような
要素とは，女性と平和や失われた楽園の取り戻しとの結びつきなどのように，女性のポジ
ティプな側面に関するものであったり.男性の観客が好む，女性に関するネガテイブな固
定観念を表わすものであったりしアリストファネスの作品にみられる両極の対立のいず
れかの極をなすのです。もっとも，作品の中にはやはり女性の地位が徐々に変化している
ことも表わされており，このことについては，ギリシャの著名な劇研究者ケテイ・デイア
マンダク・アガス女史も記されています。
もっとも.女性の地位がこのように徐々に発展したことや，女性の地位に対するアリス
トファネスの本当の立場はさておき，アリストファネスの「女性中心」の喜劇を基に，彼
が当時の平均的な男性の観客層よりも女性に好意的な立場を採っているのかについて判断
するのは危険です。というのも.文学作品に限らず.芸術作品は，古代や中世の書物に記
され.後にグーテンベルグの印制技術を用いて印刷され，今日では近代的な出版技術を用
いてデジタル化された後では， r親離れ」して作家の手元を離れ，メッセージとして独立
した意味を持ち.時には.これらを生み出した作家が想定したのとを異なる形でのメッセ
ージとなりうるからです。
アリストファネスの作品についても，これらが長い時を経て観客に鑑賞されることによ
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って，そのメッセージやイデオロギー的な立場に関して，作家の当初の意図とは別個のイ
メージ、が出来上がったのです。そして，そのため.どちらかといえば保守的で、，貴族的な
過去や価値観に惹かれていたアリストファネスが社会的な次元で斬新的な動きをし女性の
地位を改善しようと意図していなかったにも関わらず.長い時を経てその作品を鑑賞した
観客たちは，彼がイデオロギー上斬新的な動きをしたと認めるに至ったのです。もっとも.
彼がこのような斬新a性を目指し，またはこれを認められたことを快く思ったか否かは別と
して，劇作家としての彼は.これを認められるに値することには疑いがないと思います。
(注〉
1 本稿は，イオニア大学と共立女子大学との協定関係の一環として共立大学で行われた，古代ギリ
シャおよび古代ローマにおける女性の地位に|射するー述の講義および講演の総指として，共立女
子大学および日本ギリシャ協会のご招待の下で2010年10月221'1に共立女子大学で開催された
講演会の原稿である。ご招待をいただき.非常にl暖かいおもてなしをいただいた共立女子大学の
入江和生学長.同大学国際学部の水之江郁子学部長.同学部の木戸雅子先生.本号においてご協
力いただいた橋川俊樹先生.私の全ての講義において注意深くご清聴いただいた共立女子大学の
学生の皆様ならびにご支援をいただいた日本ギリシャ協会の横山進一会長および伊東順一事務局
長にお礼申し上げます。最後に.非常に困難な作業であったものと忠われる本稿の和訳を担当さ
れた京都学園大学法学部専任講師のカライスコス・アントニオス先生に厚くお礼申しあげます。
同氏の貢献なくしては.講演会を実施することも，荘、にとって非常に喜ばしいものである，ギリ
シャ語と日本語の原稿の双方を本号に払1除する形をとることもできなかったことと存じます。
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